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衣服工作の技術の指導に関する研究
（第1報一運針の技術分析）
横　山　毅　子
あすの躍進をはかり知れない科学の時代に，機械の時代に，一針一針，指を動かして縫う
ということに，超時代的なという見解もあろう。がしかし，衣服調製の立場から運針の能
力低下を是認ないしは運針を不用ときめるには問題がある。技術の指導に当るものとし
て，現状の原因の追求と改善の研究をする必要があると考える。
千数首年前，日本へ中国から伝ったと聞くこの道針の技術が，次々と伝え数えられて，奈
艮時代に特に発達し，明治の学校教育で，小学校から教えられるようになった。既に正倉
院の御物に，芸術品としての，すぼらしい手縫いの技術がみられている。欧米人の手指の
なす作品はこれにノ比較できない。日本女性の特技の一つと言えるであろう。
そこでこの運針運動は手指の巧ち性の発達をまつものであり，しかもこの発達を促す一つ
の好適な機会となり得ると考えている。
先年，アイヌ人の芸術性に関心をもち，北海道にわたり特に手指の動きを観察した。
彫刻刀を使う手指の細かな動きは，ほとんど小学校．3年頃からの修練であった。近代技術
のかげに巧緻な手指の働きが無用とは考えられない。
短大一年生に最初に縫わせてみるに，そのままでらくに上達の可能性をもった者は数人に
過ぎない現状をどうしたらよいだろうか。
女の業として，宿命の努力を重ねてきたこの技術の得方，与え方に問題ありと考える。針
に親しんでの練習のみの方法では若い人の心情にはあわない。手工的訓練でなく，器用な
者のみが，獲得する技術でなく，誰でも上手になれる方法があると考えた。
技術学習の在り方
どのような結果にも必ずそうなる筈の理論がある。丸くするためには，丸くなる方法があ
り，角にするには，角になるようにしなくては角にならない。丸くすれば丸く，角にすれ
ば角になる。偶然でなくて，きっと成功する方法がある。上達するには，精神的な忍苦の
カの以前に，必ず成功する可能性をもったてだてを経てでなくては労が多ざる。達し得な
いことさえもある。
表現できないらしい，いわゆるコツとかカソと言われ伝えられてきたのでも，分折に分折を
追求に追求を重ねるときには，必ず理論づけられてくる。何等かの計畳器を使っていくと
兼被服学担当
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きには，最良の条件が明瞭になってくる。この条件を，コツとして表現しがたかった条件
を採ることが，先決である。これを技術分析といァてよいであろう0
この分折されてとりあげられた条件は，作業者白身に，意謝的に適要されて，作巣の方法
となり働きとなってくる。しかもこの正確な動きが瞬間的にも確認されながら績み重ねて
いく。この意職的な繰り返えしが，やがて無意職にも近い動きとなる。そして当初の緊張
も疲労も次欝に軽くなって，しかも正しさがより正確にくずれない境地になろう。これが
ほんとうの習塾であると考える。だからこそ技術の学習は，きびしいものであり，その過
程が重要なのである。そのうえ，其撃な態度，克己の心が必要なので，そこに技術の獲得
と，人間の向上が得られるものと考える。
このねぼらない条件，技術のなかにある理論は極めて正確な熟達の技術を多角的に分析す
ることによってのみ，得られるものであり，複雑，高次なものである。
ここで，衣服調整に必要な基礎的な能力であり，最も到達点の低い運針の技術を例に，技
術の分折を試みた。
運針要領の吟味
小学枚5年の教科書に，正しい縫い方として，
・ゆびぬきを直角にあてる。　　　　　　　・針の持ち方を図示している。
・布をぴんと張る。　　　　　　　　　　　・右手と左手を上下に動かす。
・手首だけでなく，うでも動かす。　　　　　・親指と食指を交互に動かす。
をあげている。
和服裁縫書を調べてみるに，
方法　親指，食指を交互に指貫に針が直角に布をよく引張る
注意　針目が布に直角表と裏と同じ針目
結果　縫い目が一直線斜軋なわ針，表裏針，流れ針等は，共通にどれもがとあげていり
る。けれども練習者に，その正否が意識され，評価されて，是正が自らできるので
なければ，成功も偶然に近いものであり，不確かなものである。
よくない運針の結果と主なる原因との関係をみると図1となる。
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図1のごとく関係は複雑であると同
時に
（1）Aのために手前から針を当てて
布を持つとCとなる。
（21右手の申，薬，小指の三指で布
C　　　　　をしっかり撞るとCとなる。
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（3）AであるとBにもなる。
（4）左右の手の対象運動ができなければCにもなる。
このように，運針は複雑な運動の協応がなければできないのである。
縫い方について因雉している点という問に対して初期の児童が，あげる困難点と原因を図
1と照してみると表1となる。
表1
このように因難点が意識されながら，その原因の解決が瞬間的に自ら試みられ得ないとこ
ろに問題があると考える。
運針運動の分析
正しい運針運動の分析を段階をおって細かく表にしてみた。
表2　　　　指貫を中指第二指骨（第二，第三蘭節間）の中央にはめる。
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①矢印栂、食指の問の緑（針）が指貫に直角　　　④矢印針が一針分だけ指先から出ている
に当る程度に中指を曲げる
⑨右手、布を握って針が指貫に当る　　　　　　　④針をはさんで栂指が前に進み食指を引く
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って、布が直角に引かれている ⑥矢印指貫が針を押して食指が前に進み拇指
が引く
⑦左手が下って、布が直角に賀角に引か
れる
衷2の如く，おさえられたときに，運針は一度でできるようになり得ると考える。
表2に分析された運動を段階に示してみると，
al　指按を右手中指か．こ正しくはめ，適当な針をえらぶ。
a2　右手の中指を折り曲げ，拇指食指をあわす。　bl　指貫に直角に針を当てて持つ。
bcl　針を直角のまま，中指で押して，拇指を前に進めて，食指をひいて，布に針をさ
しこむ。
bc2　針を直角のまま，中指で押して，食指を前に進めて，拇指をひいて布に針を手前
にさし込む。
b2　Clのとき，右前脚の撚転ができる。　b3　C2のときb2の撚転がもどる。
a3　右手で布が持てる。　a4　左手で布を持てる。
a5　肩に力をいれずに両手を構えることができる。
b4　左右の手で布が引張れる。　a6　布を持ったまま，針が直角に指貫に当る。
a7C3dl　布を持ってClができる。
b5　左手が協応して，上に布が引ける。
a8C4d2　布を持って，C2ができる。　b6　左手が協応して下へ引ける。
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b7C5　左右の運動が協応減る。
a9b8C6　肩にカが入らずに，らく．に縫える。
b9Cァ　左手で針先を持って，糸しごきができる。
alobl。C8d3　左手をかけない．で，糸しごきができる。
allbllC9d4　両手を持ちかえて，正しく縫い始められる。
e．1早く縫える。
この技能を符号化し，指導の段階を図示してみると図2となる。
即聾暦　矛2段借　・朋段階　l剃．段階　　　　矛古屋脛　鋸頗謄　　牙7卿旨　沙8葺愕
この各段階を，段階ごとに徹底していくことが能率的な習得であり，普通の能力ならば，
誰でもでき得るための方法であると考えている。
糸，針，布を媒介としての運針運動という習得のさせかたで，この糸，針，布を持たなく
とも，正しい構えで，正しい遊動が相協応して行えるようにする。ちょぅどミも／ソが廻転
しているところへ，糸が掛けられ，布が送られると，自然に絶えていくと，同じ考えで，
まず運動ができるようにしたいのである。
指導事例
手指の巧ち性の発達，柔軟性の最も適期といわれる小学校の後期に，前記の段階的指導を
すれば，他の教科でもあらわれる低い能力から生ずる不能の児童以外は，でき得ると考え
ている。もっとも，周到十分なる個人指導を前漢にしてのことである。
このような指導で五年生の最初の指導で38人中6人を残して確実に縫えるようになった事
例がある。
また他の級で3，4，5，6表のような結果もある。
表3
！見　　　　　　安 剌潤F賞に　針が当っている 剌叙･に針が当っていない 
人　数1％ 剞l　数1％ 
5　　年 ?｣Cy???sC?ﾂ?　4 祷?B? 澱?
4　7 祷?b? 釘?
6年l≡≡…… ?　7 度??1　5 ???
4　4 嶋?"? ???
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表4
県　　　　　　　一　重 ?ﾈ??輾ｺH,??ﾒ?ﾖH輾*ｩ:???"?,??x*?????"?
人数1％ 剞l　数・ 偖ﾈ??E人‘数1％ 
l男48人 ?r?0 唐?2 ?????5二年「盲完「 ?72 途 8 釘 0 
二年i意 ??55 迭?9 ?ｨ耳?6x??
88 都2? 澱?
児　　　　　　　　　童 剿Dい目そろっている 剿Dい且ふぞろい 剿Dい目曲っている 
人　数 ?2?l数1％ 剞l数1％ 
5　　年 ?ｨ?S2?7 鉄?13 ?R??2?5 
女　42 ?r?4 途?7 ?8 ??
6　　年 ?ｨ?Sb?7 鼎?15 ?r??B?5 
女　57 鼎?77 迭? ?8 ?B?
もっと多くの事例で考察する必要はあろうと思うが，この例の如く，ドリルの機会が少い
から困難だとされている運針も，方法によって可能であることは立証されよう。
3，4表から，5年生より6年生が適当であるともいえよう。6年生は，巧ち性は進むが
握力が増し柔軟性が減じ，精神的にも何等かの低抗が生ずる故と考える。
5表の6年生との差がないのは，指貫には当っていないが，左手を離して縫うという単純
な仕事であるから，右手の正否をのりこえて，動かす器用さが助けている為と考える。
運針を手がかりにして，技術指導を考え，運針の技術分析を試みたが，今後の研究の方向
として，事例研究や，手の筋肉，骨かくの発達に件う巧ち性の発達や，心理的発達の研究
を加えて分折の適否，運針による作業検査等を継続したいと考えている。
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